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|熊
本
市
の
病
院
で
介
護
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
働
く
日
系
ペ
ル
ー
人
が
、
熊
本
地
震
で
の
体
験
を

日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
で
話
し
、
入
賞
し
た
。
余
震
が
続
く
な
か
で
家
族
を
お
い
て
職

場
に
行
く
こ
と

へ
の
高
藤
、
同
僚
た
ち
と
の
触
れ
あ
い
、
介
護

へ
の
思
い
を
率
直
に
語

っ
た
。

日
本
語
ス
ピ
ト
チ
コ
ン
３
位
入
賞

蕪
本
市
北
区
の
熊
本
麟
灘
病

院
で
働
く
日
系
３
世
、
吉
里

・

ウ
ガ
ス

・
エ
ミ
リ
オ

・
リ
カ
ル

ド
さ
ん
（
４３
）
ｏ
２
０
０
１
年
に

技
術
研
修
員
と
し
て
来
日
し
＾

同
病
院

で
リ

ハ
ビ

リ
を
学
ん

だ
。
日
本
語
教
師
の
さ
ち
子
さ

ん
（
４２
）
と
出
会
い
、
ペ
ル
ー
帰

国
後
に
結
婚
。

０４
年
に
夫
婦
で

熊
本
に
戻
り
、
エ
ミ
リ
オ
さ
ん

は
介
護
職
に
。

１５
年
秋
か
ら
同

病
院
で
働
き
始
め
た
。

家
族
お
い
て
職
場
へ

昨
年
４
月
１４
日
夜
。
熊
本
市

北
区
の
自
宅
に
い
た
と
き
、
前

震
が
起
き
た
「
す
ぐ
病
院
か
ら

▼

入院患者と談笑する吉里・ ウガス・ エミリオ・ リカ

ル ドさん=熊本市北区山室 6丁目の熊本機能病院
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福
岡
市
博
多
区

で
昨
年
７

月
、
７
億
５
千
万
円
相
当
の
金

塊
が
盗
ま
れ
た
事
件
で
、
窃
盗

罪
な
ど
に
問
わ
れ
た
愛
知
県
日

進
市
の
無
職
、
中
垣
龍

一
郎
被

と
只
４
）
ら
４
人
の
初
公
判
が
２５

日
、
福
岡
地
裁
で
あ

っ
た
。
被

告
側
は
実
行
行
為
を
認
め
た
う

え
で

「
（事
件
は
）
被
害
者
側

と
同
意
し
て
い
た
」
な
ど
と
述

べ
、
無
罪
を
主
張
し
た
。

起
訴
状
な
ど
に
よ
る
と
、
４

人
は
憂
知
県
の
会
社
役
員
野
口

和
樹
被
告
（
４２
）
＝
窃
盗
罪
で
起

訴
＝
ら
と
共
謀
。
昨
年
７
月
８

日
午
前
９
時
半
ご
ろ
、
Ｊ
Ｒ
博

多
駅
近
く
の
ビ
ル
ー
階
で
貴
金

属
会
社
の
関
係
者
ら
か
ら
金
塊

１
６
０
計
や
現
缶
１
３
０
万
円

を
盗
ん
だ
な
ど
と
さ
れ
る
。

検
察
は
冒
頭
陳
述
で
、
中
垣

被
告
が
２
０
１
６
年
に
氏
名
不

詳
者
か
ら

「金
塊
を
奪
う
計
画

が
あ
り
、
報
酬
と
し
て

（相
当

額
の
）
半
分
を
も
ら
え
る
」
と

持
ち
か
け
ら
れ
た
と
指
摘
。
被

告
を
含
む
グ
ル
ー
プ
は
警
察
官

の
格
好
で
関
係
者
ら
に

「
（金

塊
が
）
密
輸
品
で
あ
る
か
ど
う

か
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
」
と

迫
り
、
金
塊
が
入

っ
た
ケ
ー
ス

な
ど
を
盗
ん
だ
と
説
明
し
た
。

一
方
、
弁
護
側
は

「被
害
者

爆
亀 4

被
告
初
公
判

持
ち
去
り
同
意
:

福
岡
県
職
員
逮
捕

８
月
以
降
５
件
日

５０
歳

の
男
、
痴
漢
容
疑

福
岡
県
警
は
２５
日
、
福
岡
市

東
区
香
椎
駅
前
３
丁
目
、
県
職

員
田
辺
泰
史
容
疑
者
（
５０
）
を
県

ムＬ
ｔ
ｎ
■
ヽ
―

ヽ
こ
あ

と
こ
ぅ

こ
カ

ア

0

0

ヽ
」
の

）
ｙ

り

り

さ

0

4
7

彰

切
４
脩
て
い

ん
，

け
ど

口
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電
話
が
あ
リ
ヘ

「
で
き
れ
ば
来

て
ほ
し
い
」
と
言
わ
れ
た
。

「
え
っ
、
こ
ん
な
時
に
家
族

を
お
い
て
病
院
に
行

っ
て
ほ
し

い

っ
て
、
あ
り
え
な
い
」
と

一

瞬

思
い
ま
し
た
が
、
長
男
が

「
パ
パ
、
心
配
し
な
い
で
。
僕

に
任
せ
て
。
患
者
さ
ん
の
命
は

お
父
さ
ん
に
か
か

っ
て
る
ん
だ

か
ら
、
行

っ
て
い
い
よ
」
と
言

い
ま
し
た
。
び

っ
く
り
し
ま
し

た
。
彼
の
言
葉
を
と
て
も
誇
ら

し
く
思
う
半
面
、
自
分
が
恥
ず

か
し
く
な
り
ま
し
た
。

長
男

（
１３
）
は
当
時
小
学
６

年
。
エ
ミ
リ
オ
さ
ん
は

「
ペ
ル

呵

で
は
仕
事
よ
り
家
族
が
大

事
。

『行
か
な
い
で
』
と
言
わ

れ
た
ら
行
か
な
か

っ
た
」
と
振

り
返
る
。
妻
も

「気
を
つ
け
て

ね
」
と
送
り
出
し
て
く
れ
た
ｏ

自
転
車
で
病
院
に
向
か
い
、
不

安
が
る
患
者
に
付
き
そ

っ
た
。

・５
日
夜
に
帰
宅
。

ヽ
や

っ
と
収

〕

「

側
と
は
事
前
に
金
塊
を
持
ち
去

る
こ
と
で
同
意
し
て
お
り
（
窃

盗
の
犯
意
は
な
か

っ
た
」
と
述

べ
、
無
罪
を
主
張
し
た
。

審
理
が
始
ま

っ
た
の
は
中
垣

被
告
の
ほ
か
、
工
員
白
石
智
則

Ａ
３４
）
＝
名
古
屋
市
北
区
▽
会
社

役
員
白
根
故
大
（２７
）
＝
同
市
港

区
▽
会
社
員
の
内
田
拓
海
（２５
）

――
同
市
中
区
＝
の
３
被
告
。
主

犯
格
と
さ
れ
る
野
口
被
告
と
兄

の
直
樹
被
告
（
４３
）
ヽ
沓
掛
祐
介

被
告
（３９
）
の
公
判
は
分
離
さ
れ

て
い
る
。
全

篠
優
太
、
菅
原
普
）

迷
惑
行
為
防
止
条
例
違
反

（痴

漢

）
の
疑

い
で
現
行
犯
逮
捕

し
、
発
表
し
た
。

東
署
に
よ
る
と
、
田
辺
容
疑

者
は
２５
日
午
前
０
時

５０
分

ご

ろ
、
福
岡
市
東
区
内
を
走
行
中

の
路
線
バ
ス
の
中
で
、
と
な
り

に
座

っ
て
い
た
同
区
の
女
子
大

）
／
に

急
只

吋
３

て

は

，

伽
ａ

，
ｒ
９
計
中Ｌ

欽

遊

い
＋
な

い

し

ん イ

の

イ華

▼

ま

っ
た
」
と
思

っ
た
１６
日
午
前

１
時
２５
分
に
本
震
が
襲

っ
た
。

「家
の
中
は
危
な
い
」
と
車

に
妻
と
長
男
、
長
女
（９
）
を
乗

せ
て
病
院

へ
。
家
族
は
駐
車
場

で
車
中
泊
さ
せ
、
職
場
の
病
棟

に
入

っ
た
ゃ
病
棟
の
ダ
メ
■
ジ

は
大
き
く
、
入
院
患
者
約
１
２

０
人
を
本
館

Ｈ
ビ
ー
に
移
す
最

中
だ

っ
た
。
マ
ッ
ト
に
寝
か
せ

た
ま
ま
、
あ
る
い
は
車
い
す
に

乗
せ
た
ま
ま
つ
億
者
を
４
～
６

人
が
か
り
で
抱
え
、
５
０
０
房

も
あ
る
長
い
廊
下
や
階
段
を
ひ

た
す
ら
往
復
し
た
。　
　
　
　
一

何
回
上

っ
た
か
、
何
回
お
り

た
か
、
何
人
持
ち
上
げ
た
か
。

全
く
記
憶
が
あ
り
ま
せ
ん
。

（略
）
揺
れ
が
来
る
と
、
み
ん

な
の
携
帯
か
ら
フ
オ
、
フ
オ
、

と
緊
急
地
震
速
報
が
鳴
り
響
き

ま
し
た
。
み
ん
な
そ
の
場
に
し

ゃ
が
ん
で
、
揺
れ
が
収
ま

っ
た

ら
続
け
る
と
い
う
の
を
何
度
も

繰
り
返
し
ま
し
た
。

同
僚
は
泊
ま
り
込
み

最
後
の
患
者
を
運
び
終
え
る

と
、
朝
だ

っ
た
。
本
館
に
は
地

域
の
人
が
何
百
人
も
避
難
し
て

い
た
。
ス
タ

ッ
フ
は
そ
の
人
た

ち
に
も
毛
布
や
食
べ
物
を
配
っ

た
。
そ
れ
か
ら
数
日
間
、
自
宅

が
近
い
エ
ミ
リ
オ
さ
ん
は
時
折

帰
宅
で
き
た
が
、
病
院
に
泊
ま

り
込
む
同
僚
も
多
か

っ
た
。

彼
に

「
家
の
こ
と
と
か
心
配

じ

ゃ
な

い
？
」
と
聞
き
ま
し

た
。

「
も
ち
ろ
ん
心
配
だ

け

ど
、
電
話
で
話
し
た
し
、
こ
う

い
う
と
き
こ
そ
看
護
師
と
し
て

や
ら
な
い
と
い
け
な
い
こ
と
が

あ
る
と
思
う
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。
私
は
本
当
に
驚

い

て
、
心
の
底
か
ら
感
動
し
ま
し

た
。こ

う
し
た
経
験
を
今
年
の
９

月
２
日
に
東
京
で
あ
っ
た

「第

６
回
看
護

・
介
護
に
か
か
わ
る

外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
ス
ピ

ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
」

（海
外
産

業
人
材
育
成
協
会
主
催
）
で
披

露
。
１
次
予
選
を
通
過
し
た
１０

人
中
、
３
位
に
入
賞
し
た
。

地
震
後
、
エ
ミ
リ
オ
さ
ん
は

介
護
の
仕
事
が
よ
り
好
き
に
な

っ
た
。
心
配
そ
う
な
患
者
さ
ん

を
笑
顔
に
す
る
こ
と
が

で
き
た

か
ら
だ
。
今
、
め
ざ
す
の
は
介

護
福
祉
士
。
日
本
語
の
壁

で

一

度
は
断
念
し
た
が
、
再
挑
戦
す

る
た
め
の
勉
強
を
始
め
た
。

患
者
さ
ん
の
こ
と
を
最
優
先

で
考
え
行
動
す
る
日
本
の
ス
タ

ッ
フ
に
感
銘
を
受
け
た
と
い
う

エ
ミ
リ
オ
さ
ん
。

「
ヒ
ー

ロ
ー

は
マ
ン
ト
を
着
て
空
を
飛
ん
で

ス
ト
パ
ー
パ
ワ
ー
を
使
う
の
で

は
な
く
、

一
人
ひ
と
り
の
中
に

い
る
ん
だ
と
気
づ
い
た
。
私
も

大
き
く
な
り
た
い
」（渡

辺
純
子
）

子
規

囲
界
で
も
融

明
治
の
俳
人

・
正
岡
子
規

（
１
８
６

７
～
１
９
０
２
）
が
囲
碁
の
発
展
普
及

に
尽
く
し
た
功
労
者
だ
と
し
て
、
日
本

棋
院
が
囲
碁
殿
堂
入
り
を
決
め
た
。

２４

日
の
第
１４
回
囲
碁
殿
堂
表
彰
委
員
会
で

選
ば
れ
た
。

野
球
好
き
で
知
ら
れ
る
子
規
は
２
０

０
２
年
に
野
球
殿
堂
入
り
し
た
が
、
碁

学
生
（２２
）
の
太
も
も
を
触

っ
た

疑
い
が
あ
る
。
女
子
大
生
が
降

り
る
際
に
運
転
手
に
相
談
し
、

運
転
手
が
１
１
０
番
通
報
し

た
。
田
辺
容
疑
者
は
酒
に
酔

っ

て
い
た
と
い
う
。
調
べ
に
対
し

て

「
触

っ
た
よ
う
な
気
が
す

る
」
と
話
し
て
い
る
と
い
う
。

県
人
事
課
に
よ
る
と
、
田
辺

容
疑
者
は
県
上
整
備
部
企
画
課

の
企
画
主
幹
。
県
職
員
の
逮
捕

は
８
ヽ
１０
月
（
窃
盗
や
暴
行
の

容
疑
な
ど
で
相
次
ぎ
、
今
回
で

５
件
目
に
な
る
。

県
は

「
た
び
重
な
る
不
祥
事

で
、
大
変
申
し
訳
な
く
思

っ
て

い
ま
す
。
早
急
に
事
実
関
係
の

把
握
に
努
め
、
厳
正
に
対
処
し

ま
す
」
と
す
る
徳
永
吉
之
人
事

課
長
の
コ
メ
ン
ト
を
出
し
た
。

（池
上
桃
子
）

小
池
代
表
「

希
望
午
後
に
両

野球殿堂に続き

希
望
の
党
の
小
池
百
合
子
代

表

（東
京
都
知
事
）
は
２５
日
午

前
、
知
事
公
務
で
出
張
し
て
い

た
フ
ラ
ン
ス
か
ら
帰
国
し
た
。

成
田
空
港
内
で
記
者
団
の
取
材

に
応
じ
、
同
日
午
後
に
あ
る
同

党
の
両
院
議
員
懇
談
会
に
つ
い

好
き
で
も
あ
り
、

３０
ぁ
ま
り
残
し
一

一師
僻
帥
幕
拗
一

さ
て
〈
腕
芭

子
規
の
後
媛

新
聞

「日
本
‘

の
ア
マ
チ
ュ
ア




